
圧送ポンプの計算

１） 計算条件

推 進 管 呼び径 ： Ｄ ＝ mm
管外径 ： Ｄs ＝ mm ＝ 2.35  ｍ 
管　 長 ： Ｌr ＝ mm

圧送距離水　 平 ： Ｌ ＝  ｍ 
揚　 程 ： Ｈ ＝  ｍ 

推進速度 ： Ｖs ＝ ｍ／min
配 管 径 ： ｄp ＝ mm

2) 圧送量の検討

掘削断面積： Ａs ( ㎡ )

Ａs ＝ π ／ 4 × Ｄs 2

＝ ㎡ 

時間あたりの掘削土量: Ｑ1 (m3 )

Ｑ1 ＝ 60 × Ａs × Ｖs × β
＝ m3/hr

β： 掘削土砂の対地山体積変化および添加材注入による体積増加の係数(=膨張係数)
とする(経験値） ＝ 1.2

普通土 1.2
砂礫土 1.3

3) 管内圧力損失およびポンプ圧送能力の検討

（a)　水平換算距離 ： Ｌc ( ｍ )

水平距離 ： Ｌ ＝ ｍ
揚　　　程 ： Ｈ ＝ ｍ
曲がり管数 ： Ｎ ＝ 5 本

Ｌc ＝ Ｌ ＋（ Ｈ × βv ）＋（ Ｎ × βγ ）
＝ ｍ

βv ：　垂直換算係数  5.5 とする
βγ ：　曲管換算係数 4 とする
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（b)　管内圧力損失

　圧送管（ｄp mm）を使用し、砂質土であるためスランプ６㎝程度のコンクリートと同様な土質に
調整できるものとし、コンクリート圧送の計算式を用いる。

水平配管１ｍ当たりに発生する抵抗 ( kN/㎡/m )

圧送管半径 ＝ ｄp／ 2　／ 1,000
＝ ｍ

粘着係数 ＝ （ 3.00 － 0.10 × Ｓ1 )× 10^-1
＝ kN/㎡

速度係数 ＝ （ 4.00 － 0.10 × Ｓ1 )× 10^-1
＝ kN/㎡/m/s 

＊ Ｋ１、Ｋ2は管内壁の状態によって定まる定数

スランプ値 ＝ 6 ㎝

切り換え時のコンクリートの排出が停止している時間と排出している時間の比
＝ 通常 0.3 とする

管内平均流速
ｖ ＝ Ｑ1 ／（ × π × ｒ^2 ）

＝ ｍ/s

管の軸方向と半径方向の圧力比
＝ 1.0 とする

ΔＰＨ ＝ 2 Ｋ１＋Ｋ2 （ 1 ＋ ）　× ｖ ｝× α
＝ kN/㎡/m

※ 参考文献 ： コンクリートジャーナル　　　vol.9 No.7 July 1971

（c)　ポンプ所要圧力 ： ΔＰ ( kN/㎡ )

水平換算距離 Ｌc ( ｍ ) に対する圧力損失 ΔＰ は

ΔＰ ＝ ΔＰＨ × Ｌc
＝ kN/㎡
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4) ポンプの選定

　圧送ポンプはポンプの圧送量（吐出量）と吐出圧（圧送所要圧力）から図2.4-13の性能曲線で十分な
余力を持ったものを選定する。

　ポンプの必要な吐出量は、1時間当たりの掘削土量と圧送効率から求めるが、圧送効率を　70%　とす
ると必要な吐出量は次のようになる。

（吐出量） ＝ Ｑ1／ 0.7

＝ 9.37 ／ 0.7

＝ 13.4 m3/hr
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